
『坂の上の雲』のまち松山

　　　　　　　　　　　 で毎年行われ
る鉄人たちの熱いレースは、中島の夏の
風物詩となっている。
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映画のロケ地にもなった
野忽那島にある。小学校
（休校）のすぐ後ろにある
標高73mの皿山へは、緑
に囲まれた遊歩道で登る
ことができる。山頂の展
望台からは、瀬戸内の美
しい海が一望できる。

（注） 開館日時は、イベント開催や祝日等により変更される場合がありますので、各施設までお問い合わせください。
 なお、料金につきましても同様にお問い合わせください。

あり

有人島9島を含む30以上の島々からなる忽那諸島。
春は柑橘の花の甘酸っぱい香り、夏は太陽と海と白い砂、秋は個性的で悠久の
歴史漂う祭り、冬は黄金色に染まるみかんと、四季折々に訪れる人を魅了します。

1年を通して釣り人を楽しませる魚介類も見逃せません。

松山ひじき
芽と茎のバランスが良く、
カルシウムや食物繊維を多
く含む。収穫後、手作業
で異物を除くなど細心の注
意を払っている。

人気品種の良いところを受け継
いだ、酸味と甘みのバランスが
とれたみかん。外皮は薄くやわ
らかで手で簡単にむける。種は
ほとんどなく、内皮もやわらかい。
旬は１月下旬～３月中旬。

温州みかんとキングマンダリ
ンの交配種。冬の間、木
にならせたままじっくりと実を
熟成させるので、果汁が多
く、とても甘いのが特長。
旬は４月中旬～５月中旬。

松山市由良町873-1
089－948－6816
（松山市まちづくり
推進課）
由良港から徒歩3分

ハイムインゼル
ごごしま

はいむいんぜるごごしま

廃校となった由良小学校跡地を活用し、平成２９年に
オープンしたお試し移住施設。１LDKの平屋８棟には
それぞれ約１００㎡の菜園が備え付いている。「ハイム
インゼル」は「ふるさとの島」を意味し、家庭菜園や島
民との交流などを通して、興居島での生活を満喫でき
る。

家庭菜園や島民との交流を
楽しみながらお試し移住

松山市長師68-1

ほしふるテラス
姫ケ浜（姫ケ浜荘）

ほしふるてらすひめがはま

全長約500ｍの砂浜と瀬戸内の多島美を望む海岸に面
した宿泊施設。令和２年７月にリニューアルオープン（通
年営業）。すべての部屋がオーシャンビューで、ビーチま
で徒歩１分。海水浴やバーベキューを楽しむことができ
るほか、交流棟もあり研修や会議などでも利用可能。

089－997－0149
大浦港からバスで５分、長師下車徒歩５分

徒歩10分

中島をはじめ、忽那諸島の歴史や文化の情報発信地。
500人収容の多目的ホール、郷土出身の芸術家たち
の作品が見られる展示室、島や船舶など瀬戸内海に関
する資料を多数収蔵する図書館がある。
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なし あり

９～２２時（予約がない場合、平日
は18時。土・日・祝日は17時まで）
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興居島レモン
国産レモンの多くが、秋から春
にかけて流通する中、春の最
も遅い時期の4月に出荷される
レモン。みずみずしく、酸味と
一緒に甘みも感じられる。旬は
4月。

愛媛県で誕生した、ゼリーのよう
な食感の柑橘。甘い香りと果汁
が多いのが特長。皮が薄いので、
カットフルーツに適している。旬
は１１月下旬～１２月。

明治6年竣工。明治政府最初のお雇い外国人のひとりである
イギリス人技師リチャード・ヘンリー・ブラントンが設計した西
洋式建築の灯台で、現在も現役で活躍中。同時に建てられた
灯台職員用の旧官舎は昭和38年まで使われていた。西洋式
の小屋組み、内部の木目塗り、輸入ガラスの採用など、建築
的に貴重な見どころも多く、令和6年1月に国の重要文化財
に指定された。


